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「第５回全国どぶろく研究大会」全国どぶろくコンテスト実施要領 

１ 趣  旨 

構造改革特別区域における「特定農業者による濁酒製造事業」が始まり、全

国各地で「どぶろく特区」が次々と誕生し、都市と農山漁村の交流拡大や農山

漁村地域における起業等へつながるなど、特区地域内で一定の成果をあげてい

ます。 

  こうした流れのなかで、全国の特定酒類の製造者及び関係者等が一堂に会

し、各特区認定地区の特定酒類製造の状況、活用方法、地域への波及効果等

について意見・情報交換を行い相互の理解を深め、都市と農山漁村交流を活

発にすると共に地域の活発化を図るため開催するものです。 

 

２ 主  催 

  「第４回全国どぶろく研究大会」実行委員会 

 

３ 概  要 

（１）日  時  平成２２年２月１３日(土)  １５：３０～２０：３０ 

（２）場  所  山形県舟形町生涯学習センター 

           住所 山形県最上郡舟形町長沢3798 

 (電話：0233-33-2556) 

 

４ 募集範囲  

全国特区認定地区にて製造される特定酒類 

 

５ コンテスト実施内容 

（１）審査部門 

○淡麗の部（さっぱり、あっさり味） 

○濃醇の部（濃厚でまろやかな味） 

（２）日程 

   ○審査時間 

 １５時３０分から１７時３０分 舟形町生涯学習センター２階研修室 

   ○審査結果発表及び表彰式 

２０時００分から２０時３０分 舟形町生涯学習センター体育館 

（３）表彰内容 

各部門、最優秀賞１点、優秀賞、入賞のほか特別賞。 

※どぶろくのみ出品された方で、受賞なされた場合は後日賞状を郵送いた

します。 

 



（４）審査方法 

   １）審査員により「５点・４点・３点・２点・１点」の５段階の採点を

実施し、集計結果により表彰します。同点の場合は「５点」の数が多

い特定酒類を上位にする。審査員・人数については実行委員会で決定

する。 

 

２）審査では、銘柄を隠した状態で、宿泊施設で飲んだ際にどう味わう

かの視点で各審査員がきき酒をし、香りや味、香味のバランスなど品

質内容について審査する。 

 

（５）出品方法 
   当日持参していただくか、輸送による出品となります。天候等により交

通機関の乱れも考えられますので、前日まで会場に輸送されることをお勧めし

ます。送料につきましては実行委員会で負担しますので、「着払い」で輸送をお

願いします。 
※ 「試飲会・交流会」への提供をお願いできる方につきましては、各事業

所１人あたり２升程度のご協力をお願いします。こちらの方につきまし

ても、「着払い」での輸送でお願いします。 
 

（６）問合せ及び輸送先 
   第５回全国どぶろく研究大会実行委員会事務局 
   舟形町役場まちづくり課東部班 担当 大場 
   住所 山形県最上郡舟形町長沢3798 
      舟形町生涯学習センター 
   電話 0233-33-2556（直通） 
   FAX  0233-32-2117（総務課） 

 


